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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 135,202 9.1 4,874 41.4 5,248 37.2 3,349 △57.4
26年3月期第3四半期 123,906 7.2 3,447 69.9 3,824 71.4 7,860 633.6

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 5,981百万円 （△35.7％） 26年3月期第3四半期 9,303百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 12.87 ―
26年3月期第3四半期 30.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 151,793 65,471 41.3
26年3月期 144,441 62,594 41.5
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 62,682百万円 26年3月期 59,947百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
27年3月期 ― 0.00 ―
27年3月期（予想） 6.00 6.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 177,700 8.0 4,300 11.4 4,700 5.7 2,800 △65.4 10.76



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表レビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想につきましては、適正な情報に基づき作成したものでありますが、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 270,948,848 株 26年3月期 270,948,848 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 10,640,296 株 26年3月期 10,602,220 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 260,327,903 株 26年3月期3Q 260,380,832 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間の業績は次のとおりです。 

売上高は、国内の菓子食品部門及び冷菓部門が好調に推移し、海外では森永キノインドネシア㈱が 

連結対象になったことに加え、米国でも売上を順調に伸ばしたことで、主力の食料品製造事業が伸長し、

全体では 1,352 億２百万円と前年同期実績に比べ 112 億９千６百万円（9.1％）の増収となりました。 

損益は、原材料価格の高騰等による売上原価率の上昇を売上高の増収により吸収し、営業利益は前

年同期実績に比べ 14 億２千７百万円（41.4％）増益の 48 億７千４百万円、経常利益も前年同期実績

に比べ 14 億２千４百万円（37.2％）増益の 52 億４千８百万円となりました。四半期純利益につきま

しては、前第３四半期連結累計期間にて固定資産売却益 89 億９千万円を計上したことにより、前年同

期実績に比べ 45 億１千１百万円（57.4％）減益の 33 億４千９百万円となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

なお第１四半期連結会計期間より、食料品製造事業の菓子、食品部門を統合いたしました。 

当第３四半期連結累計期間の比較、分析は、統合後の区分に基づいております。 

 

＜食料品製造事業＞ 

菓子食品部門 

国内では、主力ブランドの「チョコボール」は、素材を厳選し大人をターゲットにした「大人 

に贅沢チョコボール」が牽引したことで好調に推移し、大きく伸長しました。また、「ダース」「森

永ビスケット」「ハイチュウ」も好調に推移しました。「ミルクココア」は需要期に向け、秋以降

広告等のＰＲ効果もあり伸長したものの、前年同期実績を下回りました。「おっとっと」「ミルク

キャラメル」も前年同期実績を下回りましたが、主力７ブランド全体では前年同期実績を上回り

ました。 

その他のブランドでは、高付加価値の商品展開が好評を博した「ベイク」が大きく伸長し、「カ 

レ・ド・ショコラ」も引き続き好調に推移しました。 

海外では、米国の「ハイチュウ」が好調に推移したうえに、森永キノインドネシア㈱が連結対 

象となったこともあり前年同期実績を大きく上回りました。 

これらの結果、菓子食品部門全体の売上高は 844 億８千１百万円と前年同期実績に比べ 110 億

１百万円（15.0％）増となりました。 

 

冷菓部門 

主力ブランドの「チョコモナカジャンボ」及び「バニラモナカジャンボ」のジャンボグループ 

は、冷夏による影響を受けたものの、広告・販促の効果等により前年同期実績を上回りました。 

また、「ビスケットサンド」や「パリパリバー」「パキシエル」等のマルチパック商品も好調に推 

移し、冷菓部門全体の売上高は 252 億６千５百万円と前年同期実績に比べ８億５千９百万円 

（3.5％）増となりました。 
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健康部門 

主力ブランドの「ウイダーｉｎゼリー」は、サポートアスリート錦織圭選手の活躍に合わせ発

売した「ウイダーｉｎゼリー エネルギー＜ＫＥＩスペシャル＞」が売上に寄与したこともあっ

て、全体的には回復基調にあるものの、第２四半期連結累計期間までの減収を挽回するには至り

ませんでした。「天使の健康」シリーズの通販事業は「おいしいコラーゲンドリンク」が前年同期

実績並みに推移しましたが、「パセノール™」関連商品が前年同期実績を上回り、通販事業全体で

は前年同期実績を上回りました。これらの結果、健康部門全体の売上高は 171 億８千７百万円と

前年同期実績に比べ５億２千５百万円（3.0％）減となりました。 

 

［主力商品前年同期比（単位：％）］ 

菓子食品部門  冷菓部門  

チョコボール １２４ ジャンボグループ １０２ 

ダース １１６ ビスケットサンド １４１ 

森永ビスケット １１５ マルチパック １１８ 

ハイチュウ １０８ 健康部門  

ミルクココア ９７ ウイダーｉｎゼリー ９２ 

おっとっと ９４ おいしいコラーゲンドリンク １００ 

ミルクキャラメル ９２ パセノール™関連商品 ２５７ 

菓子食品主力品計 １０８   

ベイク １２６   

カレ・ド・ショコラ １１７   

※表内の数値は国内売上高にて算出 

 

これらの結果、＜食料品製造事業＞の売上高は 1,269 億３千４百万円と前年同期実績に比べ 9.8％

増となりました。セグメント利益は 44 億９千１百万円と前年同期実績に比べ 15 億８千６百万円の

増益となりました。 

 

＜食料卸売事業＞ 

売上高は、57 億８千３百万円と前年同期実績に比べ 2.0％増となりました。セグメント利益は３億

９千２百万円と前年同期実績に比べて２千８百万円の減益となりました。 

 

＜不動産及びサービス事業＞ 

売上高は、ゴルフ事業が前年同期実績並みであったものの、不動産事業が前年同期実績を下回り、

事業全体で 20 億５千１百万円と前年同期実績に比べ 6.8％減となりました。セグメント利益は６億７

百万円と前年同期実績に比べ４百万円の減益となりました。 

 

＜その他＞ 

売上高４億３千２百万円、セグメント利益７千３百万円であります。 
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（２） 財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は 1,517 億９千３百万円となり、前連結会計年

度末に比べ 73 億５千２百万円増加しております。主な要因は流動資産の現金及び預金、受取手形及

び売掛金、投資その他の資産の投資有価証券が増加したことなどによるものであります。 

負債の残高は 863 億２千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ 44 億７千４百万円増加してお

ります。主な要因は、流動負債の支払手形及び買掛金、固定負債の退職給付に係る負債が増加したこ

となどによるものであります。 

純資産の残高は 654 億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ 28 億７千７百万円増加してお

ります。主な要因は、その他有価証券評価差額金が増加したことなどによるものであります。 

以上の結果、自己資本比率は 0.2 ポイント低下し 41.3％となりました。 

 

（３） 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成 26 年 11 月５日発表の業績予想から変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付 

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 

25 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 

項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間よ 

り適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を 

期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に 

近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映 

した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

    退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに 

   従って、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の 

変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

 

    この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が 1,433 百万円減少、退 

職給付に係る負債が 910 百万円増加し、利益剰余金が 1,533 百万円減少しております。なお、 

当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響 

は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,765 6,733

受取手形及び売掛金 18,172 24,853

商品及び製品 8,719 9,022

仕掛品 423 347

原材料及び貯蔵品 5,199 5,353

繰延税金資産 1,786 1,617

その他 4,365 4,278

貸倒引当金 △11 △12

流動資産合計 43,420 52,194

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,917 23,217

機械装置及び運搬具（純額） 20,231 17,842

土地 30,645 30,706

その他（純額） 1,607 1,619

有形固定資産合計 76,402 73,386

無形固定資産

のれん 2,332 2,250

その他 548 521

無形固定資産合計 2,881 2,771

投資その他の資産

投資有価証券 18,147 21,023

退職給付に係る資産 1,433 374

繰延税金資産 784 667

その他 1,428 1,424

貸倒引当金 △57 △49

投資その他の資産合計 21,737 23,441

固定資産合計 101,021 99,598

資産合計 144,441 151,793
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,151 20,589

短期借入金 345 664

未払金 8,590 8,653

未払法人税等 1,451 835

賞与引当金 1,788 920

その他 7,643 9,063

流動負債合計 36,971 40,726

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 15,854 15,843

繰延税金負債 5,099 4,832

役員退職慰労引当金 95 95

退職給付に係る負債 6,513 7,591

資産除去債務 130 132

受入敷金保証金 6,437 6,344

その他 744 755

固定負債合計 44,875 45,594

負債合計 81,847 86,321

純資産の部

株主資本

資本金 18,612 18,612

資本剰余金 17,186 17,186

利益剰余金 22,369 22,623

自己株式 △2,535 △2,544

株主資本合計 55,632 55,878

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,753 6,650

繰延ヘッジ損益 46 74

為替換算調整勘定 333 763

退職給付に係る調整累計額 △819 △684

その他の包括利益累計額合計 4,314 6,803

少数株主持分 2,646 2,789

純資産合計 62,594 65,471

負債純資産合計 144,441 151,793
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

売上高 123,906 135,202

売上原価 64,565 73,119

売上総利益 59,341 62,082

販売費及び一般管理費 55,893 57,207

営業利益 3,447 4,874

営業外収益

受取利息 5 25

受取配当金 294 313

持分法による投資利益 13 －

その他 411 312

営業外収益合計 723 651

営業外費用

支払利息 139 125

持分法による投資損失 － 24

その他 207 126

営業外費用合計 346 277

経常利益 3,824 5,248

特別利益

固定資産売却益 8,990 19

投資有価証券売却益 313 －

特別利益合計 9,304 19

特別損失

固定資産除売却損 353 151

減損損失 218 －

その他 148 －

特別損失合計 720 151

税金等調整前四半期純利益 12,407 5,116

法人税、住民税及び事業税 2,088 1,797

法人税等調整額 2,428 △57

法人税等合計 4,517 1,740

少数株主損益調整前四半期純利益 7,890 3,376

少数株主利益 30 26

四半期純利益 7,860 3,349
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,890 3,376

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 948 1,881

繰延ヘッジ損益 △4 27

為替換算調整勘定 442 357

退職給付に係る調整額 － 134

持分法適用会社に対する持分相当額 26 203

その他の包括利益合計 1,412 2,605

四半期包括利益 9,303 5,981

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,196 5,839

少数株主に係る四半期包括利益 106 142
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　  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位 百万円)

115,599 5,667 2,200 123,467 439 123,906 － 123,906 

773 550 470 1,794 925 2,719 △2,719 － 

116,373 6,217 2,671 125,262 1,364 126,626 △2,719 123,906 

2,905 420 611 3,936 149 4,086 △638 3,447 

　  ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　（固定資産に係る重要な減損損失）

       (単位 百万円)

218 － － － － 218 

　　　　（のれんの金額の重要な変動）

       (単位 百万円)

1,492 － － － － 1,492 

　  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位 百万円)

126,934 5,783 2,051 134,769 432 135,202 － 135,202 

776 538 445 1,759 924 2,683 △2,683 － 

127,711 6,321 2,496 136,529 1,356 137,885 △2,683 135,202 

4,491 392 607 5,491 73 5,565 △690 4,874 

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、研究用試薬の製造販売他であります。

　　　２　セグメント利益の調整額 △690百万円には、セグメント間取引消去 24百万円、各報告セグメントに配分していない
　　　　　全社費用 △552百万円、のれん償却額 △150百万円などが含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰
　　　　　属しない一般管理費及び新規事業開発費等であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

調 整 額

(注）２食料卸売
合 計

報告セグメント

不動産及び

サービス

 売    上    高

 　外部顧客に対する売上高

 　セグメント間の内部売上高

 セグメント利益

食料卸売
不動産及び

サービス

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　(セグメント情報等）

食 料 品

製    造

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

そ の 他

（注）１

 売    上    高

   Ⅱ 当第３四半期連結累計期間 (自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)　　

   Ⅰ 前第３四半期連結累計期間 (自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

 【セグメント情報】

計

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

そ の 他

（注）１
合 計

調 整 額

(注）２
食 料 品

製    造

計

計

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、研究用試薬の製造販売他であります。

 　外部顧客に対する売上高

 　セグメント間の内部売上高

　(継続企業の前提に関する注記）
　　 該当事項はありません。

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
　　 該当事項はありません。

計

　　　２　セグメント利益の調整額 △638百万円には、セグメント間取引消去 ５百万円、各報告セグメントに配分していない
　　　　　全社費用 △572百万円、のれん償却額 △73百万円などが含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰
　　　　　属しない一般管理費及び新規事業開発費等であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 セグメント利益

報告セグメント

食 料 品
製    造

食料卸売
不動産及び
サービス

そ の 他 調 整 額

のれんの増加額

合 計

減損損失

食 料 品
製    造

(注)
食料卸売

不動産及び
サービス

そ の 他 調 整 額 合 計
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